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家 具 ・道 具 2200

木 内 裕 子*
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1.錐

錐は,2項 目とも出現件数はさほど多 くな く,両 項目とも保有する民族が8例 ある。

しいていえば,も み錐はインドネシァで比較的優勢である。また,メ ラネシアはどち

らの型の錐も1例 ずつ しか出現 しなかった。他の項目との相関という意味では,ど ち

らの型の錐もタロイモ栽培民文化の中で見出される。

2.斧

 斧 は,新 石器時代か ら作 物の栽培 や木製品の製作 などに使われて きたが,そ の他に

武器や儀器 としての用途 も含 む。貝製の ものはア ンダ マン諸島,ス ラウェシ,ミ クロ

ネ シア,ポ リネ シア,メ ラネシア,ニ ューギニァなどに分布 している。ハ ワイのよ う

な火 山島に も見 られ るが,ッ アモ ッや ミクロネ シアの ように堅い石の ないサ ンゴ礁の

島 々に多 く見 られ るのが特色であ る。一方,石 製の斧は東南 アジァ山地部,イ ン ドネ

シア,ニ ューギニァ,ポ リネ シア,メ ラネ シアに多 く見 られ,ま たオース トラ リアに

も多少見 られる。 しか し,ミ ク ロネ シアには分布 していないのが特徴的である。貝斧

も石斧 もタ ロイモ栽培 との相 関性 が割合に高い。また石斧で は掘棒 との相関 もあるの

で,こ の点 も石斧を もつ民族 がタ ロイモを主 と した根栽栽培民に多 く見 られ ることを

裏付 けてい ると思われ る。

 着 柄についてはと くに有 意なデータは,膝 折柄 と垂直柄に刃をはあこむ方法で ある。

*東 京大学教養学部
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前者 は イン ドネ シア,ミ クロネ シア,ポ リネシア,メ ラネ シア,ニ ューギニアに多 く

見 られ,後 者 はア ッサム,ビ ルマ山地部,イ ン ドネシア,ニ ュー ギニァな どに比較 的

多 く見 出 され る。 ハ イネ=ゲ ルデル ン(Heine-Geldern, R.)に よれば,膝 折柄 はイ

ンドネシア,マ レー半島に多いとあり,[ハ イネﾘゲ ルデル ン 1942:283-284],ま

た清野に よれば,マ レー ・ポ リネ シア文化では,曲 が った柄 に石 また は貝をつけた斧

が見 られ るとあ る[清 野 1943]。 しか し,今 回の データか らはイ ン ドネシァ,ポ リ

ネ シアについて はあて はま るが,マ レー半 島につ いては分布 が認 められなか った。

3.枕

 枕は,オ ーストラリァをのぞ くすべての地域からまんべんな く出現 している。中国

南部の出現件数が少ないのは,枕 をもっていないのではな く,お そらくあることが当

然視されているので文献の上に記載がないものと思われる。枕を使用するか否か,そ

の形状および変遷は髪型と深い関係があると考えられるが,今 回調査の項目となった

髪型2種(断 髪/結 髪)に 関 しては,少 なくとも枕の有無との相関性は見出せない。

4.油 脂 ラ ン プ

 油 脂 ランプも,枕 ほど出現件数は多 くない もののオース トラリアをのぞいた他 の地

域 にまんべんな く見 られ る。

5.木 鉢

 木 鉢 の類の 中で は,最 も出現率の高か った ものは脚 な し木鉢(70民 族)で,東 南ア

ジア大陸部 に数例,お よびイン ドネ シア,フ ィ リピン,台 湾,ミ クロネシア,ポ リネ

シア,メ ラネシア,ニ ューギニアな どにまんべんな く見 られた。複数脚つ き木鉢 は数

はず っと減 るが(16民 族),お もに イ ン ドネシァ,ミ クロネ シア,ポ リネ シアに見 ら

れ,こ の他 に も東南 アジア大 陸部に2例,メ ラネシアに2例 見 られた。 メラネ シア及

びポ リネシアでは主 にカヴ ァ容器 と して使われてい る。動 物形木鉢 は東南 アジア大 陸0

部 ではわずかに1例 のみが見 られ,こ の他 はイン ドネシア,ミ クロネ シアに比較的見

られ,ポ リネ シア,ニ ューギニアに も2例 ずつ出現 した。 レィチ ャー ド(Reichard,

G.)に よ れば}こ の型の木鉢 はア ドミラルテ ィー諸島は じめメ ラネ シアに分布 してい

るとあ るが[REICHARD 1969:9-75],今 回 の デ ータでは メ ラネ シアには わずかに
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1例 しか見 られなかった。

6.う る し 技 法

 ウル シ科の植物 は落葉樹で あ り,照 葉樹林文化 とな じみが深 い。漆(う る し)を 使

った製品の製作及 び使用には適度な湿度 が必要 とされ ることとも関係があるだろう
。

うる し技法は,デ ータでは中国,ビ ルマ,タ イ,ベ トナムなどの地域 に見 られ る。た

だ し,い わゆる ウル シを用いているのは,日 本や 中国などの温帯地域であ り,ベ トナ

ム,ビ ル マ,タ イな どよ り南で はウル シと近縁にあ るハゼノキを用 いてい ると思われ

る。製品 と しては竹かごに塗 った藍胎 やロクロ細工の木のおわんに塗 った もの などが

ある。
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